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損害防止サーキュラー No. 08 - 10 
 
 
鉄鉱石貨物の液状化  Liquefaction of cargoes of iron ore 
 
 
背景 
 
メンバーはインド諸港で積まれるインド産鉄鉱石微粉の液状化という最近頻繁に

生じている問題については既知のことであろう。1ただ同様の貨物については過去

にも世界中のあらゆるところで類似の問題が起こってきた。そういうことから、

これらの貨物はその原産地にかかわらず液状化しやすいものとして認識されなけ

ればならない。 
 
鉱石の液化は、荷崩れや安定性の喪失をもたらし、何十年もの間、大規模な海難

事故の原因となってきた。しかし、近年いくつもの災害をもたらしたインド積の

鉱石微粉に関連する多くの事故によって、貨物の安全輸送の要件に対するコンプ

ライアンスの欠如が露呈した。2これらの事故は、インドの他にも、インドネシア

、フィリピン、ニューカレドニアのニッケル鉱についてもみられる。 
 
南西モンスーンは通常6～9月に卓越し、主にインドの西岸に影響を及ぼす。北西

モンスーンは12月から3月に卓越し、主としてインド東岸に影響を及ぼす。このモ

ンスーン到来期に、当サーキュラーでは、是非ともこのテーマを再び取り扱いた

い。 
 
大規模な事故の主な原因 
 
大規模な事故や、それに近い危険発生の主な原因は、SOLASとIMSBC Code 
2009が要求する検査と証明の要件に対する荷送人のコンプライアンスの乏しさに

あるようだ。この要件は、航海中に発生する液状化を避けるため、貨物の含水量

が十分に低い場合にのみ貨物を積み込むべしということを徹底するものである。

インドの鉱石微粉は船積み前には露天状態で放置されており、その結果、この時

期の天気の状況の影響を受けやすい。貨物の水濡れや含水量の問題は、降雨性モ

ンスーンの季節により悪条件になる。 
 
 

                                                 
1 GardのLoss Preventionサーキュラー No. 10-07: Loading of iron ore fines in Indiaを参照のこと。 
2 貨物の液状化はGard News 197 
(2010年2～4月)で取り上げられている。「鉄鋼微粉とニッケル鉱等の加工されていない鉄鉱石の液状

化 (Liquefaction of unprocessed mineral ore – Iron ore fines and Nickel ore」by Dr. Martine Jonas, Brookes Bell, Liverpool.  
同記事はSOLAS・IMSBC Code規則、TML証明書及び液状化の原則と含水量について触れている。 

mailto:terje.paulsen@gard.no
mailto:marius.schonberg@gard.no


For more information please contact Loss Prevention Manager Terje R. Paulsen, email terje.paulsen@gard.no or  
Loss Prevention Executive Marius Schønberg, email marius.schonberg@gard.no 

The information is provided for general information purposes only. Whilst we have taken every care to ensure the accuracy and quality of the 

information provided at the time of original publication, Gard AS can accept no responsibility in respect of any loss or damage of any kind 

whatsoever which may arise  

 

 © Gard AS, June 2010 gardyourcargo

 
 
 
 
 
 
流動水分値(Flow Moisture Point 
[FMP])を超える含水量で積まれた貨物については、航海中のいかなるときにおいて

も予想外の液状化が起こりうる。積み込み港を出た直後に液状化して最悪の荷崩

れを引き起こす貨物もあれば、一見したところ平穏無事な航海を数週間経過した

後にはじめて液状化が起こる貨物もある。液状化のリスクは悪天候時の外洋で、

また全出力航行時にさらに高くなり、危険な含水量の貨物を積んだ船舶にとって

、安全に航海できる条件というものは存在しない。比較的平穏な状況下での錨泊

中や低速での航行中であっても液状化というものは予想外に起こりうる。 
 
この予測不能性に鑑みると、航海の長さと一般的な気象情報は、運送許容水分値(

Transportable Moisture 
Limit)を超える液状化しやすい積荷の輸送を許容するかどうかの判断に斟酌される

要素にはなり得ないという理解が重要である。SOLASとIMSBC 
Codeが、液状化を避けるため、貨物はその固有含水量が十分に低いとき積み込まれ

るべきことを徹底する規定を導入しているのはそういう理由によるが、この規定

へ厳格な遵守のみがこれらの種類の貨物を運搬する際の唯一の安全な方法である

。 
 
予防法 
インドの鉱石微粉の過去の経験から、インド鉱石微粉のような種類を船積みする

際は細心の注意を払うべきである。重要なのは、船積みに適さない鉱石微粉貨物

を船積み前に特定し拒絶すること、船積みされる貨物については確実にSOLASを順

守し、IMSBC 
Codeの要件を満たしていることである。積荷中、貨物全体の含水量を上昇させる元

になるような含水量の多そうな貨物があれば、追加のサンプリングをすることが

必要である。 
 
IMSBC 
Codeにおける証明書の作成責任は荷送人にあるが、多くの場合において、証明書に

記載された情報が正しくないということがある。これはサンプルの分析が適切に

行われなかったり、サンプリング設備が十分でない施設を使用したり、又は取得

されたサンプルが貨物全体の性質を示すのに適切でないことなどの理由による。

そのため、船主或いは船長が貨物が本当に海上輸送に適したものかを確かめるこ

とは極めて重要なことである。 
 

mailto:terje.paulsen@gard.no
mailto:marius.schonberg@gard.no


For more information please contact Loss Prevention Manager Terje R. Paulsen, email terje.paulsen@gard.no or  
Loss Prevention Executive Marius Schønberg, email marius.schonberg@gard.no 

The information is provided for general information purposes only. Whilst we have taken every care to ensure the accuracy and quality of the 

information provided at the time of original publication, Gard AS can accept no responsibility in respect of any loss or damage of any kind 

whatsoever which may arise  

 

 © Gard AS, June 2010 gardyourcargo

 
 
 
 
 
 
モンスーン時期には貨物の含水量が増える危険は増すが、鉱石微粉の積載に関し

ては、船主は、時期にかかわらず、必ず同レベルの注意がなされるよう取り扱う

べきである。組合としては、メンバーが時間的余裕をもって現地コレポンや組合

と連絡をとることを強く奨めている。それは、これらのオフィスが、有能で経験

あるサーベイヤーを利用できるよう船主をアシストするためであり、サーベイヤ

ーは船主に代わって、本船船長がその貨物がしっかりSOLASとIMSBC 
Codeを遵守しているか確かめられるようにアシストを行う。 
 
運賃に関する紛争3 
インドの鉱石微粉の安全運送に直接関係があるわけではないが、この機会を利用

し、運賃に関する紛争に焦点を当ててみよう。 
 
中国のいくつかの港では、輸入許可なしに低品質の鉱石を積み下ろすことを許可

しない。これにより船舶は相当な遅延を被ることとなり、インド産鉱石に関連し

て、運賃・滞船料・不積み運賃などの紛争が生ずることとなる。 
 
中国金属・鉱物・化工輸出入商会(China Chamber of Commerce of Metal Minerals and Chemicals 
Importers and Expoters)と中国鉄鋼協会(China Iron & Steel 
Association)は、それらのメンバーに対して、本年４月、含鉄量６０％以下の鉱石の

輸入をやめるよう勧告した。これにより、同組合を通じて政府から輸入許可を得

るのがさらに困難となった。 
 
そのため、インドの鉄鉱石や含鉄量60%以下の他国の鉄鋼石を中国に輸送する際に

は、船主は、運賃・滞船料・船舶拘留に関する不必要な紛争を避けるため、傭船

者・荷送人・荷受人に対して、中国の買受人が貨物の輸入許可を得ているのかど

うか確認すべきである。同様の注意は、中国へ入る低品質な鉄鋼石のSpot 
Cargoに関してもなされるべきである。 
 
 
 

                                                 
3貨物紛争に関する情報を提供いただいた中国北京の Hai Tong and Partnersに感謝申し上げる。 
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